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Ⅰ新技術の解説

１要旨

大豆栽培において、乗用型管理機を用いた除草剤の生育期畦間処理は省力的で、除草効果が高い。

(1) 乗用型管理機を用いた大豆生育期畦間処理は、作業時間が10aあたり15～20分と短く、大規模栽
培に対応可能である。

(2) 使用したビアラホス液剤は、大豆収穫時に問題となる広葉雑草への除草効果が高く、適正な処理
では薬害等も見られず、現地適応性が高い。

２期待される効果

(1) 乗用型管理機の利用により、大豆の除草作業の省力化が図られる。

(2) 大豆の生育期に広葉雑草の防除が可能となり、収穫時の雑草の巻き込みによる汚損粒発生が防
止され、子実の品質向上が図られる。

３適用範囲

県内の大豆生産地全域

４普及上の留意点

(1) 除草剤の処理は、乗用型管理機またはトラクタマウント型噴霧機に専用ノズルを装着して行う。

(2) 平成16年３月現在、大豆の生育期畦間処理に使用できる除草剤はビアラホス液剤のみである。使
用に当たっては農薬登録の要件を厳守する。

(3) 使用する除草剤は非選択性の茎葉処理剤であるため、直接大豆にかかると薬害が生ずるので注
意する。
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